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は自,鳥が優った。

2 マルチ栽培における除草剤試験

マルチ栽培の場合大きな問題となるのは雑草の発生

で,その優占雑草はメヒシバである。無処理では雑草に

より,シー トが次第におし上げられ,枝豆は徒長し,茎
やや細く,分枝少なく,下位業数は少なく, したがって

全葵数も減少するなど大きな障害となった。

2カ 年にわたり試験した結果は第 2～ 3表のとおりで

ある。

薬害,各薬剤とも発芽障害ならびに生育障害はみられ

なかった。

除草効果,MCC水 和剤が顕著な成績を示した。すな

わちMCC水和剤30′ ではメヒシバがゎずかに発生する

が40′ ではほとんと発生がなく,かつ持続期間も長くわ

ずかに植穴Frl近の発生にととまった。またMCC粒剤は

散布むらによる低下が大きく,やや低下した。F52粒剤

はMCC水和剤におよばないが効果はきわめて高い。ま

たPCP粒剤はメヒシパに対する効果少なく低下した。

以上のようにマルチ栽培用除草剤としてはMcc水和

剤が極めて有効で,C当 り成分量で30′程度をフィルム

被覆前上壊処理することによりほぼ完全に防除できるこ

とが認められた。

ニュー ソ 7L/ゴ ー導 入 に 関 す る研 究

第 1報 とうもろこしとの比較 と利用型の想定

米 田

佐 藤

ま え が き

米国において栽培されているソルガムとスーダングラ

スの種間雑種であるこューンルゴーを1967年度において

試作したが,一般的特性,栽培の適否および従来の青刈

とうもろこしとの比較における利用型について一応の結

果を得,有望な作物と思われるので報告して各位のご叱

正を仰ぎたい。

1 ニューソルゴーの作物的性状

F■ 雑種で, ソルガムの耐早ばつ性とスーダングラス

の再生力の両特性を併有し,草丈は 2～ 3π に連し,地
際部の節から不定根を出す。刈取り後,生長点が刈り取

られないで残っていると,再生茎が仲長し,ま た,分け

つは刈り取られるごとに増加する性質をもっている。

2 ニューツルゴーの利点と欠点

1利  点

“

)極多収なうえ,土地利用の範囲が大きい。

0)再生力が強く,分けつ力も旺盛で牧草的性格をも

ち,反復刈取りが可能なうえ,夏期の高温時において,

秋 作・ 古 沢 典 夫

忠 士 。大 野 康 雄

(岩 手県農 試)

他作物にみられない仲長力を有する。

3)密播して夏期にも下葉の枯上 りがない。

に)耐倒伏性が大,すなわち,倒伏しても折損するも

のは少なく,倒靡するが回復力が強く,機械化.と くに

刈取機利用が容易である。

6)耐病・耐虫性が大である。

6)播種当初から幼植物時代に鳥害をうけない。

レ)初期生育が良好で,雑草抑圧力が大きい。

3)牛の嗜好性が大,と くに初期の若葉時代に好んで

食べられる。

2欠 点

に)糊熱期以降・茎基部が硬化する。

●)幼植物 (20。″以下)時代に青酸含量が多いといわ

れる。

3 モデル利用型の想定

1.区分A:サイレージ利用型(と うもるこし対象)

年間 2回サイレージを作る型で, 1回 目はサンマーサイ

レージで,ヘ ィサィレージに劣らぬ水分の少ない良質の

ものができると思われる。 2回 日は冬期間の飼料確保の

サイレージで,両回とも,それぞれ 5ト ン/10α 位の生

草収量が可能である。
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第 1図 利 用 型

区分B:生草利用型 (牧草対象)

牧草と同じに長期間青刈飼料の確保ができ,しかも,

牧草のような勇枯れがなく,生草利用として有利な方法

である。

3 区分C:折衷型

上記区分A・ Bの有利点を併有した折表型で,牧草の

不足が考えられる夏枯期には生草として利り1し,その後

さらに量・質において,埋草用とうもろこしなみか,そ

れ以上のサイレージの確保がねらいである。

4 区分D:晩播サイレージ型 (青刈とうもろこし対

第 1表  播 種期 の相違に よる収量

の 想 定 図

象)。

冬作跡地利用として,一般に青刈とうもろこしが広く

作付けされ,生草給与が行なわれている。この青刈作物

をニューンルゴーに代えて作付けし,生草としても利用

できるが,サイレージの確保が主な狙いである。しかも

青刈とうもろこしに優る収量があげられる。

なお,このはかに,再生力という大きな長所を捨てる

ので疑間はあるが,早 目に刈り取って飼料かぶなどを跡

作として栽培し,冬期間の生鮮飼料を確保する方法も考

えられなくはない。また,蛋白質・カルシューム添加と地
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力消耗を考慮して,童科作物との混播法もあり得るであ

ろう。

4試 験 方 法

1 供試作物 :ニ ューソルゴー (パィオニア 985)

2 播種期 :5月 15日 (播種劃 45均 /Cのみ)・ 6月

1日・ 6月 15日・ 7月 4日

3 播種量 (た ,/α ):045・ 060
4 施肥量 (た,/α ):10-10-10・ 10(05)

-10-10・ 20(05)-10(10)-10(10)
・20-20-20・ 20(05)-20-20・ 30
(05)-20(10)-20(10)

5 魏 様式 :条播・散播(ただし7月 4日 まきのみ)

5 試験結果と考察

1 播種期の早晩と収量について

標丹巴の5月 15日 播と, 6月 1日 播 (045た夕/α )および

多肥の 6月 1日 搭と6月 15日播 (060旬/α )の比較で,

両者とも総収量は早播が多収の傾向を示した。しかし,

14・ 15区の2・ 4回刈りより19・ 20区の 2・ 4回刈りが

多収となったのは,後者2区 の 1・ 3回 刈りが,前者

2区の 1・ 3回刈りに比較して生育は進んでおらず,そ
のため,茎および分けつ茎の生長点が刈 り販られないで

残って,そのまま仲長を続け,生長量においてまさって

いたためである。

・ ・ ―

―
“

5'1161   6
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第 2図 播種期の相違による収量比較

2 施肥量の多少と収量について

総収量において,播種奸 播種量がlH3-の 場合は,つ
ねに刻 巴区が多収を示し,そのF_lよ 大きかった。なお,

⑭⑮区の 2・ 4回刈りと②④区の 2回ヌ1り が,多 1巴 (追

肥)の場合に少収となっている。これは,前 の刈取 り

時,多肥が影響し,生育は進み, しかし,刈取 りが強度

に行なわれ,主茎・分けつ茎の生長点が刈 り取られたた
め,後の刈取 り時に生長量を少なくしたものと推察され

る。

3 播種量の多少と収量について

脚 巴量および播種期が・・l―のとき,⑪ o②両区がo当

り06均であったはかは045切が06切に比べて,多収の

傾向を示した。しかし,他の要因に比べて,播種量によ
る総収量の差はわずかであった。

4 散・条播と青刈とうもろころしの収量について

表 施肥量および播種量の相違による収量
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第 3図 施肥量の相違による収量比較

0 60tg a

(標 lB 6月 1日 播 ) (多肥0月 1日 播)

第 4図 播種量の相違による収量比較
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第 5図 ニューンルゴー・青刈とうもるこしの収量比較

麦跡作の青メ」飼料として,両作物の収量比較におい

て,こ ューッルゴーの散・条播の両区とも,青刈とうも

ろこしより生草重は多かった。これは, 1個 体当 りで

は,青刈とうもろこしが量的には大であったが,単位面

積当 りの比較では,こ ューツルゴーが多いためである。

む  す  び

本作物はソルガムとスーダングラスの F■ 雑種で,再

生力強く,反復刈取 りが可能で,分けつ力 も旺盛であ

る。新飼料作物として導入の可否を検討しようとし,播

種期 4段階・播種量 2段階・施肥量 3段階を設定して試

験を行なった。

青刈とうもろこしに比較して多収(2回刈りで2ト ン)

・耐倒伏性大で機械化 (刈取 り)に 有利 であ り,耐病

虫性も大,鳥害をうけない。嗜好性も良く,種々の長所

のあることが明らかとなった。欠点としては幼植物時代

に青酸含量が多いといわれることと (検討中),糊熟期

以後業基部が硬化して生草としては不適な点があげられ

るが,青刈とうもろこしに比較して優点が多い。また,

再生力・伸長力の長所を考え,に)サイレージ利用型,

佗, 生草利用型 (牧草型),伯)折衷型,に)晩播サイ

レージ型,同 その他の利用モデル型が想定された。な

お,播種期は早播 (5月 15日 )が多収を示した。施肥量

では,反復刈取 りの場合は迫肥 (と くにN)が必要

で,35-30-30が 最良で, 1回刈 りの場合は20-
20-20で充分であった。また,播種量はる種期が同一

であれば,施肥量の差による1又量差はほとんどなく, α

当 り045均で充分であった。
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注 5 6は青刈とうもろこしである。




